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東
京
医
科
大
学
五
十
年
史
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
理
事
長
佐
々
一
雄
氏
が
序
文
を
お
書
き
に
な
る
筈
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
四
十
五
年
二
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
の
で
私
が
代
り
に
執
筆
す
る
事
に
な
っ
た
。

　
長
い
間
私
共
が
待
望
し
て
い
た
本
学
五
十
年
史
の
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
慶
ば
し
い
次
第
で
あ
る
。

　
本
学
の
前
身
東
京
医
学
専
門
学
校
が
、
大
正
七
年
四
月
十
一
日
に
設
立
認
可
さ
れ
た
が
、
そ
の
以
前
に
大
正
五
年
九
月
十
一
日
に

東
京
医
学
講
習
所
が
開
設
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
一
年
五
月
十
五
日
に
東
京
医
科
大
学
に
昇
格
し
た
。
東
京
医
学
講
習
所
開
設
よ
り
五

十
年
を
経
た
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
十
二
日
よ
り
三
日
間
に
亘
り
本
学
園
創
立
五
十
周
年
記
念
祝
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

　
本
学
に
於
て
は
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
将
来
の
発
展
を
期
し
て
種
々
考
慮
し
て
居
た
が
、
折
し
も
校
友
を
中
心
と
す
る
大
学
関

係
者
が

創
立
五
十
周
年
記
念
会
館
を
建
設
し
、
大
学
へ
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
は
感
激
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
以
前
よ
り
大

学
に
於
て
は
本
学
創
立
五
十
周
年
を
機
に
五
十
年
史
の
編
纂
刊
行
の
必
要
を
認
め
、
そ
の
五
十
年
間
の
資
料
を
蒐
集
保
有
し
て
い
る

原
三
郎
教
授
に

執
筆

を
依
頼
し
て
い
た
。
尚
上
記
の
卒
業
生
を
中
心
と
す
る
大
学
関
係
者
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
東
京
医
科
大
学
創
立
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五
十
周
年
記
念
会
に
於
て
も
記
念
会
館
建
設
と
共
に
大
学
五
十
年
史
の
刊
行
を
決
定
し
て
執
筆
を
原
教
授
に
依
頼
し
て
あ
っ
た
の
で

大
学
及
び
記
念
会
の
両
者
が
合
体
し
て
編
纂
刊
行
を
同
氏
に
委
嘱
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
大
正
五
年
か

ら
の
本
学
園
の
苦
難
草
創
期
か
ら
戦
後
大
学
に
昇
格
し
て
既
に
二
十
五
年
全
期
間
を
通
じ
て
の
五
十
年
の
歴
史
は
真

に

苦
闘
の
歴
史
で
あ
る
。
他
学
に
類
を
見
な
い
五
十
年
の
歴
史
は
本
書
に
よ
っ
て
明
か
と
な
り
、
過
去
五
十
年
を
回
顧
し
将
来
へ
の

発
展
を
念
願
す
る
こ
と
は
真
に
有
意
義
の
こ
と
と
思
考
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
五
十
年
の
歴
史
は
大
正
五
年
よ
り
昭
和
四
十
一
年
の
間
の
記
述
で
あ
り
、
そ
の
後
の
最
近
数
年
間
の
歴
史
に
は
触
れ
て
い
な

い

が
、
他
日
の
歴
史
に
加
え
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

　
原
三
郎
名
誉
教
授
の
長
き
年
月
の
御
苦
心
に
対
し
深
く
謝
意
を
表
し
た
い
。
余
人
な
ら
ば
不
可
能
な
る
難
事
業
で
あ
っ
た
と
想
像

し
て
そ
の
労
を
多
と
し
て
い
る
。

　
本
学
関
係
者
は
勿
論
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
一
読
さ
れ
て
本
学
を
理
解
し
て
下
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。
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